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研究成果の概要（和文）：本研究は，パーソナリティ特性の発達や変化は，身体的・精神的な健康状態の変化とどのよ
うな関連があるのかという問題意識のもと，縦断調査データを用いた統計解析により，パーソナリティ特性と健康の両
者の相互的な関連性について統合的な理解を促進することを主な目的とした。
本研究の結果，パーソナリティ特性は後の健康に対してそれぞれ特異的な影響を与えることを明らかにし，また，個人
差の発達の様相を類型化したのちにそれらが幼少期の養育態度によってどのように説明されるのかを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：The main purpose of this study was to have a better understanding of 
relationships between human personality traits and health using longitudinal data. The author revealed 
that hyperactive trait anxiety functions as a predictor for general distress for anxiety and depressive 
symptoms, and that hypoactive trait impulsivity functions as a unique predictor for depressive symptoms. 
Next, the author found heterogeneity in developmental profiles of prosocial personality (i.e., social 
skills) during the preschool ages, and identified parenting practices that contributed to different 
patterns of social skills development. Lastly, the author reviewed the studies on individual differences 
including research on personality traits, discuss the current trends and challenges on this research 
area, and suggest future perspectives and further developments on personality and individual differences 
research.

研究分野： 教育心理学
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１．研究開始当初の背景 
  
急速な勢いで進行する現代の超高齢化社

会において，身体的・精神的・社会的な健康
を維持し，そして増進させるための個人的な
要因として，何が必要とされるだろうか。近
年，パーソナリティ特性は，問題行動や精神
病理的な症状をはじめとする心理学的な変
数以外にも，寿命や身体的な健康などの社会
疫学的な変数に対しても有意な予測力を持
つことが示されている(Heckman et al., 2006; 
Robert et al., 2007; 高橋他, 2011)。 

2000 年のノーベル経済学賞受賞者でもあ
る James Heckman は，認知能力 (cognitive 
abilities)と比較するために，パーソナリティ
特性のことを non-cognitive abilities と呼び，
経済・労働市場においても，この non-cognitive 
abilities が認知能力よりも予測的であり，か
つ教育などで介入が可能であることをレビ
ューしている。同様に，Roberts et al. (2007)
は，死亡率に対して影響を与える可能性のあ
る変数として，パーソナリティ特性・社会経
済的地位・認知能力の三者のうちどれが最も
強い予測力を示すかメタ分析を行い，高い予
測的妥当性を示したのはパーソナリティ特
性であることを示した。また，高橋他(2011)
は，パーソナリティ特性に関する最近の研究
の展開を概観し，パーソナリティ特性は可塑
的で変容可能性が十分にあることについて
まとめ，教育などによる予防的介入について
示唆している。よって，予測力と変容可能性
の高い変数としてのパーソナリティ特性と
いう視座を踏まえた調査研究は今後当然必
要になる。 
本研究のように，年齢横断的な身体的・精

神的・社会的健康の増進のための健康科学の
進歩に向けた実証的・系統的研究は，国際的
に見ても，数えるほどしか例が無い。少子高
齢化社会が急速に進む現代において，本研究
は，子どもからお年寄りまで幅広い年齢層の
ための実証的健康科学に貢献する基礎研究
の先駆けを成すものとして大きな学術的意
義を持つ。また，本研究の結果は，不健康な
状態の発生を未然に防ぐための予防策や発
生と維持のプロセスを変化させるための方
策に対して示唆を与える点において学術的
に有意義であると同時に，健康の問題が，自
然科学分野だけではなく，社会科学分野でも
大きな問題として扱われるようになった昨
今において，社会的な要請にも適切に対応し
た実証的な情報を与えることのできる本研
究の成果は社会的にインパクトを持つと言
える。 
 
２．研究の目的 
 
 申請者は，これまで「パーソナリティ特性
の発達や変化は，身体的な健康状態の変化と
どのような関連があるのか」という問題意識
のもと，主には 2 時点における縦断調査研究

を行ってきた。しかし，変化を検証する際に，
2 時点の調査データを用いる場合，直線的な
変化しか考慮できないなどいくつかの大き
な欠点がある。曲線的な変化なども考慮に入
れたうえで，両者の発達と変化について検討
を行い，相互の関連性の全体像をより詳細に
把握するためには，継続的な知見の蓄積が必
要である。そこで，本研究計画では，3 時点
以上の縦断調査データを用いた高度な統計
解析により，両者の相互関連についての統合
的な理解を促進することを主な目的とした。 
 
３．研究の方法 
 
本研究における主な手法は質問紙調査で

あった。結果の適切な一般化を試みるため，
年齢横断的で大規模なサンプルに対してオ
ンライン・郵送・対面式で調査を実施した。
質問項目の構成は，パーソナリティ特性・身
体的な健康・精神的な健康(抑うつ症状や不安
症状)，社会的な健康(主観的幸福感や人生満
足度)などである。上記の尺度項目以外では，
年齢・性別・学歴・収入など健康に関連する
と考えられる共変量をたずねた。 
 
４．研究成果 
 
 平成 25 年度の研究の成果として，2 つのパ
ーソナリティ特性(特性的な不安 BIS と特性
的な衝動性 BAS)はそれぞれ不安症状と抑う
つ症状に対して特異的な影響を与えている
ことを明らかにした。不安と抑うつは非常に
相関の高い症状ではあるが，パーソナリティ
特性の個人差の観点からこれら 2 つを弁別可
能であることを明らかにした。具体的には，
BIS の高さは不安と抑うつの併存に対して寄
与しているのに対して，BAS の低さは抑うつ
症状に対してのみ寄与していた。この研究成
果は，Psychologia: An International Journal of 
Psychological Science に採録された。 
 次に，平成 26 年度の研究として，日本国
内において実施された全国規模の縦断調査
データを用いて，就学前児の向社会性(社会的
スキル)の発達軌跡を明らかにすることを目
的として行われた。具体的には，混合軌跡モ
デリングを用いて 2-5 歳の就学前児の社会的
スキルの縦断的な発達軌跡を描き出し，2 歳
時点の養育態度がそれらの発達軌跡を予測
するのかどのように検討を行った。その結果，
社会的スキルの下位次元はすべてそれぞれ
低群・中群・高群の 3 群の発達軌跡を描くこ
とが確認された。また，多項ロジスティック
回帰分析の結果，協調と自己表現は認知的・
情緒的な関与を行うことによって，自己抑制
は社会的な刺激を与えることによって，自己
表現は統制や罰を回避することによってよ
り高群に所属しやすいことが明らかとなっ
た。育児に対する社会的なサポートの多少は
この時期の社会的スキルの発達には影響を
与えていなかった。本研究は，就学前児の社



会的スキルの発達は一様ではなく複数のグ
ループに分かれ，2 歳時点の親の養育態度は
社会的スキルの発達軌跡に対して領域特異
的に寄与する可能性を示唆するものである。
この研究成果は PLOS ONE に採録された。 
 最後に，平成 27 年度の研究としては，次
なる研究のステップを射程にとらえるため
に，パーソナリティ特性を含む個人差研究の
概観を把握し，今後の展望を行うために，総
説論文を執筆し，これらの成果は心理学評
論・教育心理学年報に採録された。 
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